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関
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質
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二
〇
一
五
年
度
か
ら
、
防
衛
装
備
庁
が
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
（
以
下
、
安
保
研
究
制
度
と
略
す
）
を
開
始
し
た
。 

 

「
安
全
保
障
に
関
わ
る
技
術
の
優
位
性
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く
こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
」
で
あ
り
、
「
先
進
的
な
技
術
は
、
こ
れ
ま
で
の
戦
い
方
を
一
変
さ
せ
る
可
能
性
を
も
秘
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
防
衛
に
も
応
用
可
能
な
先
進
的
な
民
生
技
術
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
認
識
か
ら
で
あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
二
〇
一
七
年
、
日
本
学
術
会
議
が
、
軍
事
研
究
を
禁
止
し
た
過
去
の
同
会
議
声
明
を
踏
ま
え
て
、
安
保
研
究
制
度

は
「
問
題
が
多
い
」
と
す
る
批
判
声
明
を
出
し
、
同
制
度
に
対
す
る
大
学
か
ら
の
応
募
が
急
減
し
た
。 

 

し
か
し
、
同
声
明
へ
の
批
判
の
高
ま
り
を
受
け
、
同
会
議
は
二
〇
二
二
年
、
会
長
名
で
、
純
民
生
技
術
と
軍
事
に
も
応
用
で

き
る
い
わ
ゆ
る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術
の
線
引
き
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
現
実
を
一
応
認
め
た
。 

 

そ
れ
で
も
な
お
、
未
だ
に
少
な
か
ら
ぬ
大
学
が
、
所
属
す
る
研
究
者
に
安
保
研
究
制
度
へ
の
応
募
を
認
め
て
お
ら
ず
、
そ
の

理
由
に
二
〇
一
七
年
の
同
会
議
声
明
を
挙
げ
て
い
る
例
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究
の
停
滞
や
共
同
研

究
中
止
、
海
外
研
究
者
に
論
文
発
表
の
先
行
を
許
す
と
い
っ
た
事
態
を
招
い
て
き
た
と
考
え
る
。 

 

政
府
が
今
国
会
に
提
出
し
た
日
本
学
術
会
議
法
案
は
、
同
会
議
を
「
国
の
特
別
機
関
」
か
ら
特
殊
法
人
に
移
行
す
る
も
の



 

２ 

 

の
、
そ
の
財
源
措
置
に
つ
い
て
、
第
四
十
八
条
第
一
項
で
「
政
府
は
（
中
略
）
必
要
と
認
め
る
金
額
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。 

 

同
会
議
は
、
一
九
五
〇
年
に
「
戦
争
を
目
的
と
す
る
科
学
の
研
究
に
は
絶
対
従
わ
な
い
決
意
の
表
明
（
声
明
）
」
を
、
一
九

六
七
年
に
「
軍
事
目
的
の
た
め
の
科
学
研
究
を
行
な
わ
な
い
声
明
」
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
、
「
軍
事
的
安
全
保

障
研
究
に
関
す
る
声
明
」
を
出
し
、
「
上
記
二
つ
の
声
明
を
継
承
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、
規
制
対
象
を
「
軍
事
的
安
全
保
障

研
究
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
研
究
」
に
ま
で
広
げ
た
。 

 

政
府
は
こ
の
声
明
の
破
棄
を
補
助
金
供
与
の
条
件
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
石
破
茂
総
理
大
臣
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


